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          「東京柏葉会賞」 ありがとうございます！ 

 

前回の投稿から約2か月が経ってしましました。共通テスト（1月17・18日）まで残り１か

月となってきました。投稿が滞っていた２か月間、校内では日々の授業に加えて、キャリアや探

究に関する多くの講演会や研修会等が開催されていました。また、先週は2年生で修学旅行が実

施され、普通科は東京に、文理探究科はシンガポール・マレーシアで研修を行ってきました。 

普通科の東京修学旅行でも

大変お世話になったのです

が、本校の同窓会（柏葉会）

会員で東日本地域に在住の

方々で構成される「東京柏葉

会」という組織があります。

この東京柏葉会が、「東京柏葉

会賞」を設定し、頑張ってい

る生徒（個人でもグループで

もOK）に対する資金援助を

毎年してくださっています。 

この「東京柏葉会賞」の素

敵なところは、右に書いてあ

りますが、「結果がすべてでは

ありません。仲間と励まし合

い切磋琢磨し、自分自身も大

きく成長されたのではないで

しょうか。そんな大切な思い

出も応募対象です」というと

ころです。これは、本校が力

を入れている探究活動の意

義、「結果も大事だけれど、プロセスはもっと大事だ」ということとも共通しています。 

 元サッカー日本代表監督で、現在は愛媛県の「FC今治高等学校里山校」の学園長もされている

岡田武史さんが、サッカーの指導や現在の学園経営で心掛けていることに、一人一人の「エラー

＆ラーン」を見守ることをあげていらっしゃいます。「トライ＆エラー」ではないんですね。「エ

ラー」を見守る、新たな挑戦をする時に失敗は必ず生まれるということを前提とする。そして失

敗から「ラーン」学びがある。「東京柏葉会賞」は、まさに生徒の「エラー」も温かく受け入れて

くださるものです。佐世保から離れていても、母校を思ってくださり、感謝の言葉しかありませ

ん。東京柏葉会の皆様、本当に、ありがとうございます。 


